
 

 

2022 年４月 15 日 

各      位 

会 社 名 株 式 会 社 マ ル マ エ 

代表者名 代表取締役社長 前田 俊一 

( コード番号：6264 東証プライム ) 

問合せ先 管理本部長 下舞 毅 

( TEL．0996-68-1140 ) 

業績予想の修正に関するお知らせ 

当社は、最近の業績の動向等を踏まえ、2021 年 10 月８日に開示した 2022 年８月期（2021 年９

月１日～2022 年８月 31 日）の業績予想を以下のとおり修正することとしましたので、お知らせい

たします。 

１．2022年８月期業績予想の修正（2021年９月１日～2022年８月31日） 

（単位：百万円） 売 上 高 営業利益 経常利益 
当期 

純利益 

１株当たり 

当期純利益

（円） 

前 回 発 表 予 想            (A) 7,200 1,800 1,780 1,245 97.30 

今 回 修 正 予 想            (B) 8,300 2,300 2,286 1,667 130.17 

増  減  額          (B-A) 1,100 500 506 422  

増 減 率            (%) 15.3 27.8 28.4 33.9  

(ご参考)前期実績 

(2021 年８月期) 
5,369 1,207 1,200 902 70.51 

２．修正の理由 

2022 年８月期の売上高につきまして、半導体分野では、顧客メーカーの部材不足による生産

低下の影響が限定的で不透明感が後退したことと、高水準な受注残高から、好調な出荷検収が

継続する見通しとなりました。また、ＦＰＤ分野でも主としてシェア拡大による受注増加で売

上高が増加する見通しとなりました。さらに、その他分野でも太陽電池向けの売上高が増加す

る見通しとなりました。分野別売上高につきましては、半導体分野 60.6 億円、ＦＰＤ分野 15

億円、その他分野及びその他売上 7.4 億円を見込んでおります。 

一方、損益面につきましては、受注が当社生産能力を超過する分に外注費の増加を見込んで

おりますが、売上高が拡大したことと、それに伴う工場稼働率の向上による製造原価率の低減

もあり、営業利益は改善する見込みとなりました。また、営業利益の改善により経常利益や当

期純利益も増加することとなりました。 

以  上 
 

(注)本資料に記載されている当社の通期の業績予想は、本資料の日付時点において入手可能な情報による判断及

び仮定を前提にしており、実際の業績は様々な要因によって異なる場合があります。 


